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1,Diracの δ関数δ(χ)は、無限回微分可能かつ レ|→ ∞でχの任意のべきより速くoに減衰する任意の関
数φ(χ)に対して

だφOδOと =φ0
を満たすものとして定義される。このとき以下のことを示せ。但し、等号は任意の関数φ(χ)をかけて積

分したときに両辺が等しいという意味であり、また極限は積分した後にとるものとする。
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(C)χ
ttδ
(χ)=Tδ (χ)(ヒント:部分積分せよ)

(d)HCavidde関数θo)をθ(χ)=0(χ <0),θ (χ)=1(χ≧0)で定義したとき、δ(→ =二θ(χ)
2.関数 /(χ)の Fou五er変換を

予。=バЮι―晨丼み
で定義する。このとき、逆FouHer変換は次のように与えられる。           子    ニ
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(a)次の関数をFou五 er変換せよ。

C)θ
‐′0>あ  ②

7デl毛πo>0 0券δO∽ =0・ ,2デー)
Φ)間 1の場合と同様な意味で次式を示せ。

1、         1● 、

だ0=寡[為計 ~
3.区間 [-1,1]に おける Lcgendre多項式 P.(⇒,4■ 0,1,2,…・は、次の RodHguesの公式によって定義さ
オ■る。

鳥0=与テ彎:ルトー刊
(a)Lcgendre多 項式の母関数展開 (1-2晟 +て

2)-1/2=】
Eら。)ノ を利用して、直交性
″=0

ル0為①み=1典 :コ
を示せ。この関係が成り立つことを「為 (→ は区間 [-1,1]で直交系を作る」という。

(b)れ =1,2,・・・に対してLegendre多 項式の漸化式

(4+1)fL+1(χ)― (27t+1)χ′
“
(χ)十 れP″ _1(χ)=0

(1-ノ )鳥 (→ =れら_1(χ )一れχP″ (χ )

を示せ。     ・
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